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「鯉のぼり」寄贈募集

　問志賀町立下甘田小学校　☎36-1234

　下甘田小学校ＰＴＡでは、毎年４月下旬に児童の健やかな成長を願い、児童と同じ数の
鯉のぼりを下甘田小学校に掲揚しています。
　しかし、近年は鯉のぼりの傷みが激しく、児童と同じ数の鯉のぼりを掲揚することがで
きなくなってきました。
　皆さまの家庭で不要になりました鯉のぼりがありましたら、ぜひ寄贈してください。
　また、寄贈された鯉のぼりは返却できませんので、ご了承ください。

ジュニアゴルフスクール生徒募集！

　問生涯学習課　☎32-9350

　志賀町ゴルフ協会主催によるジュニアゴルフスクール
を開催します。最近の若手プロゴルファーの活躍により、
小さい頃からレッスンを行うことの大切さが認識され始
めています。ぜひ一度、お子さんと一緒に見学してみて
はいかがでしょうか。参加を希望者する人は、練習会場

（能登ゴルフ練習場）にて随時受け付けします。

◆練習日時　　４月～ 10月（７カ月間）
　　　　　　　第１、第３土曜日　10：00 ～ 11：30
　　　　　　　（都合により変更する場合があります）
◆練習会場　　能登ゴルフ練習場
◆料　　金　　無　料（ボール代含む）
◆対　　象　　小学生～高校生（志賀町在住・在校生）
◆主　　催　　志賀町ゴルフ協会主催

～協会けんぽ加入のみなさまへ～
保険料率が変わります

　問全国健康保険協会（協会けんぽ）石川支部　☎076-264-7200

　平成24年３月分（４月納付分）より石川支部における保
険料率が変わります。
　景気の悪化に伴い保険料収入が落ち込む一方で、医療
費の増加が続き、協会けんぽの財政は非常に厳しい状況
です。
　皆さんの医療と健康を支えるため、理解をお願いしま
す。

※加入の都道府県支部により健康保険料率が異なります。
※介護保険料は40歳から64歳の人が対象です。
※標準報酬月額26万円の人で１カ月あたり663円（介護保険該
当者は715円）の増額となります。

健康保険料率 ９．５２％ → １０．０３％

介護保険料率 １．５１％ → １．５５％

注射実施日 注射会場 注射時間

４月８日㈰
（富来地域）

笹波集会所前
旧西浦農協支所前
役場富来支所（車庫側）

10:00 ～ 10:30
10:40 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

４月９日㈪
（富来地域）

熊野多目的集会所
日下田防火用水前
町居バス停留所前
旧熊野小グラウンド側駐車場
福浦港漁協前
七海会館前
大福寺能登富士ふれあい文化ｾﾝﾀｰ駐車場
稲敷クラブ前
旧西増穂農協支所前

10:00 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 11:00
11:05 ～ 11:20
11:30 ～ 12:00
13:10 ～ 13:30
13:45 ～ 14:00
14:10 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00

４月 10 日㈫
（富来地域）

旧稗造小学校登り口（富来側）
旧稗造農協支所跡前
旧富来川農協支所前
東増穂コミュニティセンター
西海高齢者活性化センター
赤崎旧農協作業所跡前

10:30 ～ 10:50
11:00 ～ 11:10
11:20 ～ 11:50
13:00 ～ 13:50
14:00 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00

　犬の登録は生涯１回ですが、狂犬病予防注射は毎年必ず受けなければなりません。
　既に登録している人は郵送されたはがきを注射会場まで持参してください。

新規登録および 注射料金  6,000 円　　注射のみ料金　3,000 円

●犬を飼っている人は、飼育マナーを守ってください。
● 放し飼いはしないでください。
　　放されている犬は、付近の人の迷惑になります。特に鳴き声やふ

んの処理は、飼い主が責任を持って適正に管理してください。

平成 24 年度

　狂犬病予防注射を実施します

注射実施日 注射会場 注射時間

４月 12 日㈭
（志賀地域）

土田公民館前
仏木集会所前
上熊野公民館前
米町自転車道路休憩所前
志賀町林業拠点センター前
末吉集会所前

10:00 ～ 11:00
11:10 ～ 11:30
11:40 ～ 12:00
13:10 ～ 13:40
13:50 ～ 14:10
14:20 ～ 15:00

４月 13 日㈮
（志賀地域）

出雲バス停前
志賀農協加茂支店前
矢駄集会所前
志賀農協下甘田支店前
志賀農協中甘田支店前
大島集会所前
甘田集会所前　

10:00 ～ 10:10
10:20 ～ 10:40
10:50 ～ 11:00
11:10 ～ 11:50
13:00 ～ 13:30
13:40 ～ 14:20
14:30 ～ 15:00

４月 15 日㈰
（志賀地域）

赤住公民館前
百浦集会所前
志賀農協志加浦支店前
志賀町役場裏車庫前

10:00 ～ 10:20
10:40 ～ 11:00
11:20 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

【狂犬病予防注射　日時および会場】
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Ｑ
：
志
賀
町
に
も
外
国
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
日
本
へ
の
永
住
を
決
意
し
た
と
き
、

「
永
住
権
を
取
得
す
る
」
あ
る
い
は
「
帰き

か化
」

す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、
ど
う
違

う
の
で
す
か
。
ま
た
、
帰
化
の
要
件
は
、
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
：
１　

帰
化
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

が
日
本
国
籍
の
取
得
を
望
む
申
請
を
し
た
場

合
、
日
本
国
が
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
国
民
と
し
て
の
地
位
（
日
本
国
籍
）

を
与
え
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
永

住
許
可
は
、
永
住
者
と
い
う
在
留
資
格
が
与

え
ら
れ
る
制
度
で
、
在
留
期
限
の
な
い
在
留

資
格
で
す
か
ら
、
更
新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
帰
化
は
、
外
国
人
が
日
本
人
に
な
る
国

籍
の
問
題
に
対
し
、
永
住
は
、
外
国
人
が
外

国
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
在
留
資

格
の
制
度
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
帰

化
す
れ
ば
日
本
国
の
国
籍
が
作
ら
れ
参
政
権

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
退
去
強
制
や
再

入
国
許
可
制
度
の
適
用
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
永
住
者
は
、
参
政
権
も
な
く
、
犯
罪

を
行
っ
た
場
合
、
退
去
強
制
の
適
用
も
あ
り

ま
す
。

２　

帰
化
の
一
般
的
条
件
は
国
籍
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
条
件
は
、
①
住
居
の
条

件
：
帰
化
の
申
請
を
す
る
と
き
ま
で
に
引
き

続
き
5
年
以
上
日
本
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

（
日
本
人
と
結
婚
し
た
配
偶
者
の
場
合
、
要

教育長ホットニュース
　

３
月
８
日
、
志
賀
・
富
来
両
中
学
校
の
卒
業

式
前
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
、
赤
飯
、
そ
し
て
、

デ
ザ
ー
ト
に
校
章
入
り
の
ケ
ー
キ
が
登
場
し
ま

し
た
。

　

日
本
人
に
は
、
め
で
た
い
日
に
「
赤
飯
」
は

定
番
で
す
が
、
３
月
号
の
給
食
だ
よ
り
に
解
説

が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

古
来
「
赤
い
色
は
邪
気
を
は
ら
う
」
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
お
り
、「
縁
起
直
し
」
の
意
味
か

ら
慶
事
に
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
校
章
入
り
デ
ザ
ー
ト
は
、
巣
立
っ
て

い
く
卒
業
生
が
母
校
を
思
う
気
持
ち
、
成
長
へ

の
願
い
を
込
め
て
、
栄
養
教
諭
や
共
同
調
理
場

の
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
も
こ
の
「
熱
い
思
い
」
は
十
分

に
届
い
た
よ
う
で
、「
う
れ
し
か
っ
た
」
と
の

感
想
が
届
き
ま
し
た
。

新
学
期
、
間
近
で
す

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

春
休
み
に
入
り
、
学
校
で
は
新
学
期
に
向

け
、
い
ろ
い
ろ
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
小
・
中
学
校
と
も
に
新
し

い
「
学
習
指
導
要
領
」
に
基
づ
き
、
よ
り
充

実
し
た
内
容
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
新
年
度
の
重
点

施
策
の
一
つ
に
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の

９
年
間
ト
ー
タ
ル
で
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

効
果
的
に
行
う
、「
小
中
連
携
」
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
読
む
・
書
く
・
計
算
す
る
・
伝

え
る
な
ど
の
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
重
要

な
基
礎
・
基
本
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
も

と
に
実
生
活
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
活
用
で

き
る
力
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
幅
広
い
知

識
や
柔
軟
な
思
考
力
を
身
に
付
け
、
充
実
し

た
人
生
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
学
校
で
直
接
子
ど
も
た

ち
の
指
導
に
あ
た
る
校
長
以
下
の
先
生
方
に

も
従
来
の
ま
ま
の
一
方
通
行
型
の
教
育
ス
タ

イ
ル
か
ら
脱
却
し
、新
し
い
意
識
の
も
と
に
、

子
ど
も
た
ち
主
体
の
「
学
び
合
い
」
学
習
な

ど
の
新
し
い
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
指

導
方
法
を
身
に
付
け
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
と
中
学
校
双
方
の
先
生
方

が
、
お
互
い
の
学
校
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
内
容
を
公
開
し
、
相
互
理
解
を

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

今
回
の
先
生
方
の
異
動
に
際
し
て
は
、
こ
の

こ
と
を
強
く
意
識
し
、
踏
み
込
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
志
学

◦
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

件
が
緩
和
さ
れ
て
３
年
以
上
日
本
に
住
所
ま
た

は
居
所
を
有
し
て
と
な
っ
て
い
ま
す
）。
②
能

力
条
件
：
年
齢
が
20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

本
国
の
法
律
に
よ
っ
て
も
成
人
の
年
齢
に
達
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
③
素
行
条
件
：
素

行
が
善
良
で
あ
る
こ
と
で
、
善
良
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
犯
罪
歴
の
有
無
、
納
税
状
況
や
社
会

へ
の
迷
惑
の
有
無
な
ど
総
合
的
に
考
慮
し
て
判

断
し
ま
す
。
④
生
計
条
件
：
生
活
に
困
る
こ
と

な
く
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
家
族
単
位
で
判
断
さ
れ
る
の
で
、
申
請

者
に
収
入
が
な
く
て
も
、
他
の
家
族
に
収
入
が

あ
っ
て
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
⑤

二
重
国
籍
防
止
条
件
：
帰
化
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
無
国
籍
者
か
ま
た
日
本
の
国
籍
の
取
得
に

よ
っ
て
そ
の
国
籍
を
失
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥
憲
法
順
守
条
件
：
日
本
国
憲
法
ま
た
は
政
府

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
企
て
、
も
し
く
は

主
張
し
た
り
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
政
党
や

団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
①
～
⑥
の
条
件
を
踏
ま
え
て
、

法
務
大
臣
の
許
可
の
有
無
を
判
断
し
ま
す
。（
国

籍
法
４
条
）

３　

帰
化
の
申
請
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
ま
た
は

地
方
法
務
局
で
行
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成

23
年
度
は
、
１
万
１
，
０
０
８
人
の
申
請
が
あ

り
、
１
万
３
５
９
人
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
韓
国
、
朝
鮮
５
，
６
５
６
人
、
中
国

３
，
２
５
９
人
、
そ
の
他
１
，
４
４
４
人
、
不

許
可
２
７
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
化
に
つ
い
て

食
育
「
め
で
た
い
日
の
赤
飯
」
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黒
髪
も
薄
く
な
っ
た
と
悩
む
人　
　
　

川
上　

富
子

茶
髪
し
て
和
服
姿
の
卒
業
式　
　
　
　

小
松　

康
子

髪
染
め
て
若
く
見
て
よ
と
散
歩
す
る　

西
尾　

海
春

何
時
の
間
に
亡
父
と
髪
型
う
り
二
つ　

古
森　
　

寓

髪
薄
く
ど
こ
を
刈
る
か
と
妻
が
聞
く　

中
畑　

良
則

広
告
に
白
髪
白
髪
と
字
が
踊
る　
　
　

高
島　

和
子

災
害
で
身
動
き
で
き
ぬ
国
と
な
り　
　

池
田　

洋
子

不
精
者
寒
さ
で
動
作
な
を
に
ぶ
る　
　

三
井
か
ほ
里

春
め
い
て
自
然
の
動
き
美
し
い　
　
　

窪　
　
　

洋

句
の
課
題
決
ま
れ
ば
脳
が
動
き
出
す　

芝
山　

照
子

口
ほ
ど
に
体
動
か
ず
記
憶
欠
け　
　
　

岩
井
マ
サ
子

吐
く
息
が
動
か
ぬ
証
拠
飲
酒
で
す　
　

林　

ち
よ
子

動
き
す
ぎ
今
叩
か
れ
る
前
総
理　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

大
好
き
な
桜
も
見
れ
ず
兄
は
逝
く　
　

山
守　

宏
子

木き

・
花は

な

芽
の
躍
動
前
の
静
け
さ
や　
　
　
　

浅　

子

受
験
生
努
力
が
実
り
桜
咲
く　
　
　
　
　
　

美
智
代

水
仙
の
香
り
ほ
ん
の
り
春
近
く

手
づ
く
り
花
び
ん
に
一
輪
さ
し
て　
　
　
　

志
津
江

回
想
は
認
症
予
防
と
語
り
合
う

六む

そ

じ
十
路
の
幼と

も友
ら
花
見
の
宴

う
た
げ　
　
　
　

松
本
理
希
三

文

芸

教
室

－ Lifelong Learning －　生涯学習だより　－ Lifelong Learning －　生涯学習だより
　

３
月
８
日
（
木
）
文
化
ホ
ー
ル
で
、
文
化

賞
・
文
化
奨
励
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
、
版
画
や
書
な
ど
芸
術
文
化
の

各
分
野
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
児
童
、
生

徒
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

文
化
賞
に
は
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

３
位
以
内
の
成
績
を
収
め
た
３
人
に
、
文
化

奨
励
賞
に
は
全
国
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

り
、
県
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
最
高
賞
を

受
賞
し
た
10
人
に
、
表
彰
状
と
楯
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
最
後
に
は
富
来
中
学
校
２
年
の
河

村
瑞
希
さ
ん
よ
り
「
こ
の
賞
に
満
足
せ
ず
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

《
文
化
賞
》

　

今
江　

豪
士　

堀
松
小
６
年
（
工
作
）

　

芳
岡　

志
穂　

志
賀
中
１
年
（
絵
画
）

　

澤
田　

千
裕　

高
浜
小
５
年
（
版
画
）

《
文
化
奨
励
賞
》

　

田
島　

幸
哉　

土
田
小
４
年
（
ポ
ス
タ
ー
）

　

辻　
　

淳
美　

志
賀
中
１
年
（
絵
画
）

　

瀧
川　

真
羽　

志
賀
中
１
年
（
作
文
）

　

田
村　

虎
男　
上
熊
野
小
４
年
（
ポ
ス
タ
ー
）

　

大
野
万
由
子　

堀
松
小
２
年
（
版
画
）

　

河
村　

瑞
希　

富
来
中
２
年
（
書
）

　

飯
田　

早
紀　

富
来
小
４
年
（
書
）

　

芳
岡　

真
穂　

土
田
小
５
年
（
書
）

　

岡
部　

祐
人　
下
甘
田
小
５
年
（
版
画
）

　

谷
本　
　

響　

加
茂
小
６
年
（
版
画
）

石
川
県
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

【
ス
キ
ー
競
技
会
出
場
】

　

２
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）、
県
民

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
白
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
ア
ル
ペ
ン
競
技

と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
に
は
、
ス
キ
ー
の
競
技
団
体
が

な
い
た
め
、
有
志
を
募
り
競
技
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
大
会
で
は
ア
ル
ペ
ン
競
技

（
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、

入
賞
は
果
た
せ

ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
た
ち

は
急
傾
斜
の

コ
ー
ス
に
果
敢

に
挑
み
、
健
闘

し
ま
し
た
。

文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞

授
与
式

２
件
を
町
指
定
文
化
財
に

　

こ
の
度
、
千
浦
二
子
塚
古
墳
群
と
徳
田

燈
明
山
古
墳
の
２
件
が
史
跡
と
し
て
町
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
２
月
29
日
に
教
育
長

か
ら
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
で
、
町
の
指
定
文
化
財
の

件
数
は
１
２
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

千
浦
二
子
塚
古
墳
群
は
14
基
で
構
成

し
、
そ
の
築
造
年
代
は
５
世
紀
～
７
世
紀

と
推
定
さ
れ
、
北
部
九
州
系
の
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
や
全
国
的
に
あ
ま
り
類
例

を
見
な
い
「
双
室
墳
」
が
確
認
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

徳
田
燈
明
山
古
墳
は
能
登
で
は
最
大
の

規
模
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
墳

丘
の
形
態
か
ら
、
４
世
紀
後
半
か
ら
５
世

紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
史

跡
も
能
登
半
島

に
お
い
て
、
古

墳
が
築
造
さ
れ

た
歴
史
的
背
景

を
解
明
す
る
上

で
、
そ
の
学
術

的
な
価
値
は
高

く
、
文
化
財
と

し
て
そ
の
保
存

を
図
る
べ
き
も

の
と
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

出場選手の皆さん
文化賞・文化奨励賞を受賞した皆さん

徳田燈明山古墳 千浦二子塚古墳群
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紅
梅
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
わ
が
庭
に

春
の
お
と
ず
れ
つ
が
い
の
鳥
が　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

今
年
こ
そ
転
ん
で
は
な
ら
ぬ
と
元
旦
の

朝
の
祈
り
の
柏
手
を
う
つ　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

大
杉
に
寄
り
て
見
上
ぐ
る
冬
の
空

ツ
リ
ー
の
よ
う
な
星
の
き
ら
め
き　
　
　
　

坂
井
外
志
子

亡
母
の
代
わ
り
し
て
く
れ
し
姉
の
古
稀
祝
い

桃
の
節
句
に
四
姉
妹
集
う　
　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

こ
の
冬
の
寒
さ
厳
し
く
春
待
た
で

逝
き
に
し
人
へ
な
ご
り
雪
ふ
る　
　
　
　
　

福
島　

信
子

焼
き
鳥
を
並
ん
で
食
べ
て
る
夫
は

も
う
あ
と
数
日
で
定
年
と
な
る　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

色
も
香
も
パ
ッ
ク
さ
れ
た
る
如
月
の

苺
に
微
熱
鎮
ま
り
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

き
さ
ら
ぎ
の
陽
ざ
し
を
浴
び
て
田
に
憩
う

白
鳥
の
群
れ
風
も
優
し
き　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

戯
れ
と
言
は
じ
み
籤
を
引
き
た
れ
ば

小
吉
と
出
づ
小
枝
に
む
す
ぶ　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

午
後
か
ら
は
雪
に
変
わ
る
と
言
う
予
報

聞
き
つ
ゝ
味
噌
の
大
豆
煮
て
を
り　
　
　
　

花
野　

美
咲

何ど

こ

こ

こ

処
此
処
と
行
く
あ
て
な
き
の
七
十
路
も

薄う
す
ぎ衣

に
少
し
朱あ

け

そ
え
て
弥
生　
　
　
　
　
　

芳
岡　

典
子

炬
燵
に
て
早
春
の
賦
を
口
ず
さ
み

ま
た
も
降
り
来
る
雪
眺
め
つ
つ　
　
　
　
　

東　
　
　

操

は
も
に
か
の
錆
び
た
音
出
し
吾
を
呼
ぶ
は

歌
を
忘
れ
た
母
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

吉
野
山
旅
の
土
産
に
吉
野
葛

老
父
に
選
び
て
買
ひ
し
を
想
ふ　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

―０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

一
汁
に
添
ふ
る
朝
餉
の
花
菜
漬　
　
　
　
　

北
谷　

芳
子

一
筋
の
川
に
添
ふ
田
を
耕
せ
り　
　
　
　
　

坂
下　

草
風

薄
日
上
げ
白
山
連
峰
遠
霞　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

活
け
ら
れ
し
ま
ま
に
根
を
出
す
猫
柳　
　
　

土
田
エ
ミ
子

海
風
を
受
け
て
身
の
反
る
干
鰈　
　
　
　
　

土
田　

清
枝

青
ぬ
た
や
指
折
り
夫
の
忌
を
数
ふ　
　
　
　

土
田
ま
つ
い

如
月
の
星
の
瞬
く
通
夜
帰
り　
　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

浜
小
屋
の
か
ん
ぬ
き
外
す
二
月
尽　
　
　
　

藤
田　

君
枝

戦
国
の
石
仏
凛
と
春
の
庭　
　
　
　
　
　
　

淵
端　

三
之

後
に
な
り
先
に
な
り
し
て
鳥
帰
る　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

一
句
添
へ
友
へ
の
便
り
梅
ふ
ふ
む　
　
　
　

吉
田　

外
江

静
淑
を
か
き
な
ら
し
を
り
寒
雀　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

「
し
ん
ら
ん
」
を
読
み
を
わ
り
け
り
花
八
ッ
手　

深
美　

白
鳥

嚏
く
し
ゃ
みし

て
誰
に
憚
る
こ
と
も
な
し　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

朝
か
ら
の
掃
除
洗
濯
木
の
芽
晴　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

能
登
富
士
の
襞
深
深
と
春
の
雪　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

命
綱
夫
婦
の
絆
海
苔
を
掻
く　
　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

入
学
を
夢
見
た
頃
が
懐
か
し
い　
　
　
　
　

須
曽　

正
子

ラ
ン
ド
セ
ル
引
き
づ
る
様
に
嬉
し
そ
う　
　

木
村　

貞
涼

入
学
式
親
子
と
も
ど
も
晴
姿　
　
　
　
　
　

坂
下
二
三
子

被
災
地
の
入
学
生
は
た
か
ら
も
の　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

入
学
は
櫻
の
下
で
ハ
イ
ポ
ー
ズ　
　
　
　
　

橋
田
明
日
香

私
よ
り
母
の
晴
れ
着
が
入
学
だ　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

政
治
家
は
心
得
違
い
し
て
威
張
る　
　
　
　

山
本　

静
香

荷
物
開
け
心
の
こ
も
る
母
の
文　
　
　
　
　

前
田　

静
枝

夕
餉
ど
き
心
が
通
う
鍋
の
味　
　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

他
人
の
た
め
汗
か
く
姿
心
う
つ　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

心
し
て
津
波
原
発
逃
げ
準
備　
　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

踏
み
迷
う
心
に
座
禅
活
入
れ
る　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

文

芸

教
室

《
春
の
増
刊
号
》

な
が
め
を
り
枯
山
水
に
名
残
雪　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

病
癒
え
一
日
ひ
と
日
や
春
を
待
つ　
　
　
　

大
乗　

大
城

春
炬
燵
や
が
て
ひ
と
り
に
な
る
ふ
た
り　
　

須
广
と
み
子

盛
り
上
が
る
浪
の
厚
さ
や
黄
水
仙　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

春
う
ら
ら
面
影
少
し
同
窓
会　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

待
つ
気
持
鍵
盤
に
乗
せ
る
受
験
の
子　
　
　

川
田
ま
さ
を

乳
呑
み
児
の
知
恵
づ
く
ほ
ど
や
日
脚
伸
ぶ　

長
根
尾
郁
恵

定
年
や
肩
軽
や
か
に
春
の
風　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

冴
え
返
る
両
手
ふ
る
わ
せ
雛
飾
る　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

春
が
す
み
風
車
一
日
動
か
ざ
る　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

田
の
雪
に
手
を
滌す

す

ぎ
け
り
蕗
の
薹　
　
　
　

小
島　

史
子

起
舟
祭
能
登
へ
吹
く
風
福
運
ぶ　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お


